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第2４号 ２7４０回例会 ２０１２年12月２０日（木） 

        

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ビジター・ゲスト≫ 

本庄南ロータリークラブ  村田 貴紀 様 

 

■■■会長の時間        吉永章子会長 

もとロータリアンでいらした社会保険労務士

の木村良雄様が肺炎の為、今朝ご逝去されました。

一分間の黙祷を捧げさせて頂きます。黙祷 

 13 日の例会は名誉会員の木下博様ご夫妻もご

参加頂き、ロータリアン家族 68 名が一同に会し

ての楽しいクリスマス例会でした。又、12/18 は

入間南クラブでも開催され会長、幹事、事務局は

ご招待を受け田中新市長と共に列席させて頂き

ました。両クラブともご家族様への感謝を込めて

のイベントを恙無く終了し安堵致しています。 

今、頭にこびり付き胸に突きささるものがあり

ます。それは会員増強と退会防止です。RI 理事

会は 2015 年６月末までに会員数 130 万に増強す

る事を決議しました。今年度 RI 会長田中作次氏

は日本に於いても率先して実現させる責務があ

るとし今年度末までには、１０万人を達成させた

いとの由を強調されています。そこで「元気なク

ラブ」を目指し、会員増強の目標をたて SAKUJI

大作戦（ロータリーの友１２月号 p40 参照）をス

タートさせました。2014～15 度 RI 会長ノミニー

黄其光（ゲイリー・ホァン）氏はロータリーのビ

ジョンとして会員数 130 万に増強する事にして

会員増強・退会防止、再入会等を推進する事を考

慮されています。クラブ単位としても会員数は必

要不可欠です。ロータリー月間では８月が会員増

強と拡大が強調されています。クラブ奉仕部門高

柳増強委員長を卓話にお招きしてご指導頂き、又、

リストアップされた会員候補者の下へ担当者が

伺わせて頂きましたが未だ良い結果が得られて

いません。そこで入間クラブ独自のセカンド増強

月間を来年の１月と２月に定めました。増強意識

を高め可能性を求めて行動して行きたいと思い

ます。近日中に集会を開き、具体化しますので全

員で共に歩み使命として頂きたいと切望します。 

 

■■■退会挨拶       杉山定太郎会員 

 今日はチャーターメンバー

として入会、50 有余年在籍し

た入間クラブでの最後の出席

となりました。来年の四月に

102 歳となり、まだまだ心身と

もに元気でありますが、最近は

ロータリーの三大義務である

「出席」を満足に果たせず、ロータリーの奉仕活

動もご一緒できなくなりました。多くの諸先輩会

員の皆さんの努力により会員増強の苦労、好不景

気などの幾多の困難をも乗り越え、今の素晴らし

いクラブを築いてこれました。振り返ってみます

と実に万感迫る思いがあります。 

私の退会にあたって、皆さんから名誉会員とし

て、誠に身に余る有り難いご処遇のお気遣いを頂

き心よりお礼申し上げます。わが友人の皆さんの

ご多幸と、愛して止まない入間ロータリークラブ

の益々のご発展を祈念し、退会の挨拶と致します。 

■■■幹事報告          齋藤栄作幹事 

1.1/8  入間市表彰式並びに新年賀詞交歓会 

2.1/9  第６回会長幹事会 狭山東武ホテル 

3.1/10 入間基地賀詞交歓会 

4.1/11 入間市商工会会員交流会賀詞交歓会  

5.1/17 入間青年会議所賀詞交歓会 

6.1/19クラブ奉仕部門セミナー｢公共イメージ｣  

     第２回新世代部門セミナー 

7.RLI の受講申し込み(1/11迄に浅田様へ返答） 

8.齋藤金作会員取材記事がガバナー月信２月号

に掲載されます。 

9.2014-15 年度 RI会長に台北ロータリークラブ

会員の黄其光(ゲイリー･ホアン)氏が選出さ

れ 10 月１日に会長ノミニーに就任します。 

10.2013 年リスボン国際大会・鈴木ガバナーズナ

イトのご案内が来ました。 

11.入間リトルシニア野球会より野球教室兼硬式

野球体験会後援(3万円)の御礼が参りました。 

12.サクセスジャパン作戦について再依頼 

■ 2012-2013 ＲＩ会長：田中 作次 
■ ＲＩ第 2570 地区ガバナー：鈴木 秀憲 

■ 会長：吉永 章子 幹事：齋藤 栄作  

■ 例会日：木曜日 12：30～13：30   

■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆ バンケット・ホール 

      Tel.04-2963-1111 
 

■会報委員長：宅見 允 

■当 番 ：忽滑谷 明 

■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号

Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788    
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■■委員長報告 

親睦委員会          晝間和弘委員長 

 クリスマス例会には大勢のご参加ありがとう

ございました。新年会も宜しくお願いいたします。 

プログラム委員会        繁田光委員長 

 1 月 10 日の新年例会でのロータリー美術館に

多くの出品のご協力宜しくお願いします。 

国際奉仕委員会        忽滑谷明委員長 

 元米山奨学生のコチャワン・パッタマーさんが

日本人の方と結婚され、9月にお子さんが生まれ

るとの事です。 

友野政彦会長エレクト 

 12/12セレス所沢にて中井ガバナーエレクトと

地区内の会長エレクトとの話し合いがありまし

た。(52 クラブ中 18 クラブ参加)内容は中井エレ

クトの方針説明と質疑応答でした。又 PETS・地

区協・地区大会の日時が発表されています。 

■■当選お礼          大塚拓会員 

 皆様の絶大なるご支援によ

り衆議院議員に当選できあり

がとうございました。入間クラ

ブの皆様の暖かさに触れ、私も

入間の地区発展に益々努力し

ていく所存でございます。 

＜ニコニコＢＯＸ＞     細淵克則ＳＡＡ 

杉山定太郎君～お世話になりました。岩崎茂君～

杉山会員長い間ご指導頂きありがとうございま

した。吉永章子君～村田様ようこそ、加藤さん写

真ありがとう。後藤賢治君～大塚さん当選おめで

とう。山根宏夫君～長年仲の良かった木村良雄元

会員が今朝亡くなられご冥福お祈りいたします。

細淵克則君～Ｒ財団村田様ようこそ入間クラブ

へ。石川嘉彦君、齋藤金作君、齋藤福太郎君、大

野賢次君、平岡達也君、山根宏夫君、摂田順一君、

西山祐三君、友野政彦君、忽滑谷明君、粕谷康彦

君、後藤賢治君、吉沢誠十君、宮崎正文君、間野

尚君、豊田義継君～加藤さん写真ありがとう。 

本日\46,000       累計\668,544  
 

＜出席報告＞         新井格出席委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率

40 名 30 名 81.1％ 84.2％ 

事前欠席連絡 4名  
    

■回覧、配布物 

① 2013 年規定審議会提出立法案一覧表 

② 1/24 新年会出欠表      

③ ハイライトよねやま１５３ 

④ バギオ基金のご案内 2012 
⑤ 野球教室後援お礼と星野智樹投手サインボールと色紙 

⑥ ロータリー財団海外派遣奨学生募集 2013-2014 

⑦ RI2012 年度 RLI 開催に伴う受講者派遣依頼 

⑧ 2013 年リスボン国際大会ガバナーズナイト案内 
⑨ RI2570 地区ニュース＆友情交換ビデオコンテスト 

⑩ 他クラブ週報＆例会変更のお知らせ 

⑪ 週報 22,23 合併号 

■会員卓話■      齋藤栄作会員 
本日の卓話予定者の地区研修委員浅田進様が

急遽体調を崩されて例会

に出席出来なくなり、私

がピンチヒッターで卓話

をさせていただきます。

浅田様の第一印象は声も

大きく恐いように感じま

すが大変後輩の面倒見が良い方で、又、源流の会

の田中毅パストガバナーの側近としてｱｰｻｰ･ﾌﾚﾃﾞ

ﾘｯｸ･ｼｪﾙﾄﾞﾝの書物を翻訳し我々に紹介する事に

よりロータリーの本質を深く理解するきっかけ

を投げかけておられます。地区の RLI 講習会も中

心になってやっておられる事にも浅田様のロー

タリーについての深い熱意を感じます。 

さて、私もこの度３回の RLI の講座を受講し終

了致しました。過去２年間地区の社会奉仕委員会

に出させていただいた経験も合わせて考えます

と国際ロータリーが将来に向けて正に大きく変

化する時期が訪れていることを予感しています。 

グローバル補助金＝未来の夢計画がその一つ

です。その目的は世界で良いことをする事です。

とりわけ奨励されているのはロータリーの重点

分野です。６つの重点分野にのみ補助金が使われ

るべきであるという考え方です。 

『1.平和と紛争予防・解決  2.疾病予防と治療 

3.水と衛生  4.母子の健康  5.基本的教育と識

字率の向上  6.経済と地域社会の発展』これらを

実現してゆくために補助金を使って行こうとい

う事です。又、これらが持続可能なプロジェクト

であって欲しいという事でもあります。 

持続可能なプロジェクトとは「ロータリーの資

金全てを投入した後も末永く世界に恩恵をもた

らすプロジェクトを指しています。最たる例はポ

リオの撲滅運動、ポリオプラスです。 

ＲＩは３つの戦略計画も合わせて発表してい

ます。①クラブのサポートと強化②人道的奉仕の

重点化と増加③公共的イメージと認知度の向上 

未来の夢計画を実現してゆくための大切な戦

略計画でもあると感じます。 

クラブ内で親睦と物質的相互援助で始まった

「クラブ奉仕」、ロータリーを続けてゆくために

は職業奉仕が大切です。自らの職業基盤がしっか

りすれば、社会にも貢献でき同業者にも社会奉仕

を呼びかけやすくなります。そこから国際奉仕・

新世代奉仕と進んで行くのだと思います。アーサ

ー・フレデリック・シェルドンは「商売に成功す

るには奉仕の理念に基づいて継続的に利益をも

たらす顧客を確保する事である」と語っています。

正に商売の原点であるべき考え方です。同様に５

４年もの歴史のある入間ロータリーであるから

こそこれからの入間ロータリーは我々にとって

どのようにあるべきかを考える時点に来ている

のかも知れません。激動する時代だからこそ原点

にもどって見つめ直す必要性を感じています。 

会報委員会（宅見・石川嘉・関谷）


